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８月

平成2３年

今月の納税は、

　町県民税第２期と

　国民健康保険税第２期です。

※次回の年金相談日は９月１３日(火)です。

No.７２５
２０11

町議会議員が決りました Ｐ.２

地域活性化支援事業 Ｐ.３

東日本大震災 Ｐ.４

浄化槽ＰＦＩ事業 Ｐ.６

Ｍｏｇａｍｉ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ

■ 今月の主な内容
ふるさと日記 Ｐ.８

まちの話題 Ｐ.１１

知ってほしい子宮がんのこと Ｐ.１２

西公園多目的広場リニューアルオープン Ｐ.１５

①新庄北高最上校の生徒と保護者、

教職員、卒業生らで大船渡市三陸町

へのボランティア活動を実施。杉下

仮設住宅団地での美化活動後、同団地の

みなさんと一緒に記念写真を撮りました。

②旧三陸町と友好都市を締結した記

念と三陸中央公民館の完成を祝し、

昭和６０年５月１０日に植樹された梅

の木。津波にのまれ、枝が折れたものの

旧三陸町の方が、「きらないで下さい」と

看板を建ててくれていました。温かいお

心遣いに感謝いたします。（４ページに関

連記事）
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７
月
３０
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
「
峠
恵
子
・

赤
倉
温
泉
駅
コ
ン
サ
ー
ト
」〝
が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
〞

が
、
赤
倉
温
泉
駅
舎
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
赤
倉
温
泉
駅
の
有
効
利
用
と
、

先
の
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
に
「
富
沢
地

区
の
関
係
者
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
峠

恵
子
さ
ん
は
、「
青
春
の
輝
き
」
や
「
主
人
公
」
な
ど
全

１２
曲
を
披
露
。
す
ば
ら
し
い
歌
唱
力
で
会
場
を
魅
了
し
、

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
前
に
は
、
富
山
観
音
太
鼓
保
存
会
の
子
ど
も
た

ち
が
富
山
観
音
太
鼓
を
、
赤
倉
小
の
子
ど
も
た
ち
は
花
笠

踊
り
を
、
富
沢
小
の
子
ど
も
た
ち
が
「
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・

モ
リ
！
」
の
踊
り
を
披
露
し
た
ほ
か
、
震
災
後
に
松
林
寺

の
三
部
義
道
師
が
呼
び
か
け
た
「
ま
け
な
い
！
タ
オ
ル
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
応
援
歌
を
オ
ペ
ラ

歌
手
の
池
田
弦
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
が
発
表
し
ま
し

た
。
来
場
者
は
、「
峠
さ

ん
や
子
ど
も
た
ち
が
震
災

復
興
へ
向
け
た
、
と
も
に

が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
ス

テ
ー
ジ
だ
っ
た
」
と
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

元
気
な
東
北
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

峠
恵
子
・
赤
倉
温
泉
駅
コ
ン
サ
ー
ト

　
７
月
３１
日
、
新
庄
北
高

等
学
校
最
上
校
の
生
徒
と

保
護
者
、
卒
業
生
、
教
職

員
等
約
３１
人
が
大
船
渡
市

三
陸
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
最
上
校
の
生
徒

は
、
小
学
校
６
年
生
の
と

き
に
、
姉
妹
都
市
交
流
の

一
環
と
し
て
旧
三
陸
町

（
現
大
船
渡
市
三
陸
町
）
を
訪
問
。
磯
釣
り
や
海
水
浴
を

体
験
し
、
昼
食
に
は
現
地
の
方
か
ら
美
味
し
い
磯
焼
き

な
ど
の
食
事
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
方
、
三

陸
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
冬
に
当
町
を
訪
問
し
、
ス
キ
ー

や
雪
遊
び
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
児
童
交
流
は
、
２０

回
を
節
目
に
今
の
高
校
１
年
生
の
生
徒
た
ち
で
終
了
し

ま
し
た
。
児
童
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
最
上
校
の

明
石
敦
志
教
諭
と
英
語
講
師
の
ピ
ー
タ
ー
先
生
が
、
全

校
生
徒
に
三
陸
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
成
を
呼
び
か

け
、
新
北
本
校
に
通
う
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。
作
成

さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
約
７０
通
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
日
、

大
船
渡
市
の
職
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
被
災
者
の
住
宅
内
の
片
付
け
の
ほ
か
、

仮
設
住
宅
団
地
内
プ
ラ
ン
タ
に
花
を
植
栽
す
る
な
ど
、

最
上
校
の
特
徴
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
生
か
し

た
活
動
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
三
陸
町
の
み
な
さ
ん
へ

新
庄
北
高
最
上
校
、
大
船
渡
市
へ
震
災
支
援

　
８
月
３
日
、
最
上
町
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場
愛
好
者
有

志
に
よ
る
宮
城
県
石
巻
市
へ
の
「
ス
イ
カ
の
お
届
け
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場

を
長
年
利
用
し
て
い
る
石
巻
市
の
み
な
さ
ん
に
冷
た
い
ス

イ
カ
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
暑
さ
を
和
ら
げ
、

復
興
の
活
力
源
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
有
志
の
み
な

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
活
動

に
参
加
し
た
方
々
は
、
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
㈱
、

ヒ
ュ
ッ
テ
組
合
、
町
観
光
協
会
、
赤
倉
温
泉
観
光
協
会
、

町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、
新
庄
ス
パ
ー
ク
ル
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、

各
競
技
大
会
役
員
、ス
キ
ー
場
愛
好
者
な
ど
の
み
な
さ
ん
。

町
も
「
震
災
復
興
は
み
ん
な
の
願
い
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。
ス
イ
カ
は
、
前
日
に
尾
花
沢
か

ら
収
穫
し
て
き
た
も
の
で
、
代
金
は
こ
の
活
動
に
賛
同
し

た
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ス
イ
カ
は
切
り
分
け
て
、

石
巻
市
内
と
牡
鹿
半
島
の

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
、

避
難
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

ス
イ
カ
を
食
べ
た
み
な
さ

ん
は
、「
冷
た
く
て
と
て
も

お
い
し
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
の
味
覚
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い

ス
キ
ー
場
関
係
者
が
ス
イ
カ
２
０
０
個
を
提
供

東日本大震災
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現
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
考
え
の
方
に

　
石
巻
市
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
い
っ
た
方
に
お
話
を
聞
き
、

要
点
を
ま
と
め
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
現
地
へ
行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
方
は
、
事
前
に
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
（
４

９
０
円
）。　

　
被
災
地
で
必
要
と
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
多
種
多
様
で

す
。
被
災
し
て
い
る
方
が
必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
が
知
っ
て
お

か
な
い
と
現
地
で
身
動
き
が
と
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
現

地
で
の
炊
き
出
し
等
の
支
援
さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
被
災
し
た
方
々

に
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
か
ら
行
動
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
で
は
、
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
等
（
社
会
福
祉
協
議
会
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
）
が
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望
を
ま
と

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
現
地
へ
行

く
前
に
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
立
ち
上
げ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
か
ら
行
動
に
う
つ
し
て
く
だ
さ
い
。
石
巻
市
で
は
、
石

巻
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込
書
や
活
動
内
容
、
必

要

な

も

の
な
ど
を
掲
載
し
、
初
め
て
の
方
で
も
ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

活
動
に
つ
い
て
ど
う
い
う
も
の
か
窺
い
知
る
こ
と

が

で

き

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
受
付
を
し
て
か
ら
の

行

動

と

な
り
ま
す
（
朝
８
時
３
０
分
）。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
、「
こ

こ
へ
行
っ
て
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。
支
援
内
容
は
、
泥
だ
し
で
す
」

と
、
地
図
と
被
災
さ
れ
た
方
の
要
望
が
記
載
さ
れ
た
用
紙
を
渡
さ

れ
ま
す
の
で
、
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
活
動
は
、
日
中
に
限

ら
れ
ま
す
が
、
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
己
完
結
で
す
。
移
動
や
食
事
等
す
べ
て

自
分
た
ち
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
準
備
不
足
が
な
い
よ

う
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
誌
で
は
石
巻
市
を
主
体
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、　
被
災
地
に

よ
っ
て
、
受
付
や
活
動
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　
現
地
の
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
良
く
ご
覧
に
な
っ

て
か
ら
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
妨
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
電
話
は
控
え
た
方
が
無
難
で
す
。

◇
被
災
地
へ
行
く
前
に
・
・
・

◇
被
災
地
で
は
・
・
・

　文部科学省が示している「校舎・校庭等の利用判断における暫定的な放射線量の目安は当面、１年間２０ｍ

Ｓｖ（時間あたりに換算すると３．８μＳｖ/ｈ）未満」と比較すると、当町の放射線量は大きく下回っています。

◇当 町 の 空 中 放 射 線 量

毎時３．８マイクロシーベルト

例えば、屋外の空中放射線量が０．１１μＳｖ／ｈ（４月２５日の最上中での測定値）の場合で１日のうち屋外８時間、木
造家屋内で１６時間過ごしたときの１年間の放射線量を試算すると約０．５４ｍＳｖになります。
　（０．１１μＳｖ／ｈ×８時間＋０．０３７μＳｖ／ｈ×１６時間）×３６５日＝５３７．２８μＳｖ≒０．５４ｍＳｖ
※１ｍＳｖ＝１，０００μＳｖ（１ミリシーベルトは、１，０００マイクロシーベルト）　
※屋内（木造家屋）の放射線量は、屋外の４０％とされています。

８月１０日現在、最上町の空中放射線量は、人体に影響ありません。８月１０日現在、最上町の空中放射線量は、人体に影響ありません。

旧瀬見小学校【地上５０ｃｍ ０．０８μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０８μＳｖ／ｈ】 　大堀小学校【地上５０ｃｍ ０．０７μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０７μＳｖ／ｈ】

 （６月２８日）【地上５０ｃｍ ０．０８μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０７μＳｖ／ｈ】　　　（６月２８日）【地上５０ｃｍ ０．０７μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０６μＳｖ／ｈ】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６月１６日）【地上５０ｃｍ ０．０７μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０７μＳｖ／ｈ】

最上中学校【地上５０ｃｍ ０．０８μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０８μＳｖ／ｈ】　赤倉小学校【地上５０ｃｍ ０．０９μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０８μＳｖ／ｈ】

 （６月２８日）【地上５０ｃｍ ０．０９μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０８μＳｖ／ｈ】　　　　　（６月２８日）【地上５０ｃｍ ０．０７μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０７μＳｖ／ｈ】

 （６月１６日）【地上５０ｃｍ ０．０９μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０９μＳｖ／ｈ】　　　　　（６月１６日）【地上５０ｃｍ ０．０７μＳｖ／ｈ　地上１ｍ ０．０８μＳｖ／ｈ】

大漁唄い込みでは、恵比寿様が鯛を釣り上げる場面も
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地上５０ｃｍ 地上１ｍ 地上５０ｃｍ 地上１ｍ 地上５０ｃｍ 地上１ｍ 地上５０ｃｍ 地上１ｍ

旧瀬見小学校 大堀小学校 最上中学校 赤倉小学校

単位：μＳｖ／ｈ

◇放射線の単位
放射線が人体に与える影響を表わす単位･･･シーベルト（Ｓｖ）

１ミリシーベルト（ｍＳｖ）＝１，０００マイクロシーベルト（μＳｖ）【１ミリ（ｍ）の１，０００分の１が１マイクロ（μ）】

◇当町の放射線量はどれくらいなの？

例えば、屋外の空中放射線量が０．１１μＳｖ／ｈの場合で１日のうち屋外８時間、木造家屋内で１６時

間過ごしたときの１年間の放射線量を試算すると約０．５４ｍＳｖになります。

　（０．１１μＳｖ／ｈ×８時間＋０．０３７μＳｖ／ｈ×１６時間）×３６５日＝５３７．２８μＳｖ≒０．５４ｍＳｖ

　※屋内（木造家屋）の放射線量は、屋外の４０％とされています。

（計測地点は、各校のグラウンド）

８月９日現在、最上町の水道から放射線は検出されていません。
　◇検査項目　放射性ヨウ素、放射性セシウム

　◇検査結果　不検出（月２回検査しています）

○問い合わせ先　町災害対策本部（事務局 役場総務課） ℡４３－２１１１

最上町で生産されている全ての牛は、放射能検査を受けています最上町で生産されている全ての牛は、放射能検査を受けています

　放射性物質で汚染された稲わらを食べた牛の肉から放射能が検出された問題で、山形県

から出荷される牛肉は全てが放射能検査を

受け、安全が確認された牛肉に「安全証明書」

を添えています。

　最上町で生産された肉牛も全て放射能の

検査を受けており安全が確認されています。

　牛肉は良質なたんぱく質が豊富で、筋肉

や骨を丈夫にします。また牛肉に含まれる

ビタミンやミネラルは健康を保つためには

欠かせない栄養素です。牛肉を食べると身

体も脳も若返るとの研究結果もあります。

　安全で美味しい最上町産の牛を食べて、元気に夏を乗り越えましょう。

▲６月１１日、最上肉牛祭りで提供されたサーロインステーキ


